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論文審査の要旨 

 

新生児～乳児期の脳構造は、髄鞘化に伴い、修正在胎週数に対応した T1 強

調像での高信号化がみられるが、視床下核や淡蒼球、下垂体前葉では、出生後

早期に T1強調像で高信号を示し、その後出生後日数に対応して信号が低下する

ことが報告されている。本研究では、新生児・乳児期の脳内の諸構造における

T1 強調像での信号強度と、修正在胎週数および出生後日数との相関性について

評価した。評価する脳構造として、髄鞘化する組織として錐体路（中心前回、

放線冠、内包後脚）と脳梁、大脳辺縁系として脳弓と視床髄条、小脳構造とし

て虫部、歯状核、片葉、上小脳脚交叉、上小脳脚および下小脳脚を選出し、そ

の他視床外側腹側核、下垂体前葉についても評価した。その結果、錐体路にお

いては、信号強度と修正在胎週数との間に有意な正の相関がみられた。一方、

脳弓、視床髄条、小脳虫部、歯状核、下垂体前葉の信号強度は、出生後日数と

有意な負の相関を示した。このことから、報告されている視床下核や淡蒼球の

ほかにも、出生後早期に T1強調像で高信号を示し、徐々に低信号化を示す構造

が存在する事が明らかとなり、これらついては髄鞘化とは異なる何らかの機序

が関与している可能性が示唆された。 

本研究は、日常診療で撮像される MRI の T1 強調像を再検討することで、そ

の信号機序に関して、これまで評価されてこなかった出生後の日数との関連を

評価したものである。出生後早期の T1強調像において、ある特定の構造が病的

でない一過性の高信号を示す現象を認識しておくことは、日常診療において有

用であると考えられる。また、本研究は臨床での有用性のみでなく、新生児の

脳内構造の発達の機序の解明に貢献することが期待され、医学博士の学位に値

する有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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